






















(別表）

取締役
候補者の

氏名
役　　職 選　　　任　　　理　　　由

炭井 孝志 代表取締役社長

炭井孝志氏は、代表取締役として豊富な経験と実績に基づく指導力と決
断力をもって経営にあたり、当社を東証１部指定にするとともに、強固な
経営基盤を築いてまいりました。以上の事から今後も経営に関する管
理・監督を適切に遂行できると判断し、同氏を取締役候補者としたもので
あります。（第65回定時株主総会）

寺島 洋一 取締役副社長

寺島洋一氏は、品質保証本部本部長として手腕を発揮する一方、生産
部門の部門長として、また管理部門の部門長として幅広い分野において
リーダーシップを発揮し、当社の発展に多大な貢献をしてまいりました。
副社長就任後においても、社長を補佐し経営全般にわたり事業推進を
リードしております。以上の事から同氏を取締役候補者としたものであり
ます。（第65回定時株主総会）

川上 学 取締役

川上学氏は、惣菜に関する事業に精通しており、グループ各社において
総菜の売上拡大を牽引する等、当社の発展に多大な貢献をしてまいりま
した。取締役就任後もグループ全体の惣菜事業を力強く推進しておりま
す。以上の事から同氏を取締役候補者としたものであります。（第65回定
時株主総会）

塩谷 正樹 取締役

塩谷正樹氏は、購買本部長、グローバル室長等を歴任するなかで当社
のグローバル化の基盤づくりと推進をリードしており、当社の発展に多大
な貢献をしてまいりました。取締役就任後も販売、購買、流通を統括する
立場から当社の経営を推進しております。以上の事から同氏を取締役候
補者としたものであります。（第65回定時株主総会）

島本 国一 取締役

島本国一氏は、当社の商品開発の第一人者であり、顧客の売上拡大に
寄与する商品づくりを牽引することで当社の発展に多大な貢献をしてま
いりました。取締役就任後も付加価値商品の開発、食材の機能性等に
関する基礎研究を推進し、メーカーである当社の心臓部を支えておりま
す。以上の事から同氏を取締役候補者としたものであります。（第65回定
時株主総会）

立花 健二 取締役

立花健二氏は、独自の製法考案等により基礎研究分野を長年にわたり
リードすることで競争優位性を確保し、当社に多大な貢献をしてまいりま
した。取締役就任後もその分析力を生かし、経営企画、管理全般、海外
事業を統括する立場として経営の中核を担っております。以上の事から
同氏を取締役候補者としたものであります。（第65回定時株主総会）

櫻本 和美 社外取締役

櫻本和美氏は、東京海洋大学にて研究開発に取り組まれ、その長年の
経験を通じて広範な識見を有しており、その識見を当社の経営に活かす
ことを期待して、社外取締役候補者といたしました。同氏はこれまで直接
会社経営に関与された経験はありませんが、当社の取締役就任以降、
社外取締役としての職務を適切に遂行いただいております。（第65回定
時株主総会）

今城 健晴 社外取締役

今城健晴氏は、農林水産省に入省され、消費・安全局長も務められ、食
品の安全性等広範な識見を有しており、その識見を当社の経営に活か
すことを期待して、社外取締役候補者といたしました。同氏はこれまで直
接会社経営に関与された経験はありませんが、当社の取締役就任以
降、社外取締役としての職務を適切に遂行いただいております。（第65回
定時株主総会）

三田 智子 社外取締役

三田智子氏は、税理士としての豊富な経験、幅広い識見を持たれてお
り、当社の経営に対し公平かつ客観的な立場に立っての適切な意見を
期待して、社外取締役候補者といたしました。同氏はこれまで直接会社
経営に関与された経験はありませんが、当社の取締役就任以降、社外
取締役としての職務を適切に遂行いただいております。（第65回定時株
主総会）

取締役・監査役候補者の個々の選任理由



監査役
候補者の

氏名
役　　職 選　　　任　　　理　　　由

渡辺 亮彦 常勤監査役

渡辺亮彦氏は当社の経営企画本部長、人事労務本部本部長代行等の
要職を歴任し、組織管理において長年の経験から広範な識見を有してお
ります。当社の経営に対し公平かつ客観的な立場に立って職務を適切
に遂行できるものと判断し、同氏を常勤監査役候補者としたものでありま
す。（第63回定時株主総会）

神田 憲樹 社外監査役

神田憲樹氏は経営者として豊富な経験、幅広い識見を持たれており、当
社の経営に対し公平かつ客観的な立場に立って職務を適切に遂行でき
るものと判断し、同氏を社外監査役候補者としたものであります。（第63
回定時株主総会）

田島 正人 社外監査役

田島正人氏は経営者として豊富な経験、幅広い識見を持たれており、当
社の経営に対し公平かつ客観的な立場に立って職務を適切に遂行でき
るものと判断し、同氏を社外監査役候補者としたものであります。（第63
回定時株主総会）



経営
財務
会計

法務
コンプライアンス

リスク管理
マーケティング

生産
技術開発

グローバル
サステナビリティ

（ESG）
商品・原材料の

市場動向

炭井　孝志
代表取締役社長

〇 〇 〇 〇 〇

寺島　洋一
取締役　副社長

〇 〇 〇 〇

川上　学
取締役

〇 〇

塩谷　正樹
取締役

〇 〇 〇 〇 〇

島本　国一
取締役

〇 〇 〇 〇 〇

立花　健二
取締役

〇 〇 〇 〇 〇 〇

櫻本　和美
社外取締役

〇 〇 〇

今城　健晴
社外取締役

〇 〇 〇 〇

三田　智子
社外取締役

〇 〇

取締役の専門性と経験（スキル・マトリックス）



【適時開示フロー】

決定事実 発生事実 決算情報

当社各部門・本部、子会社

内部情報管理責任者（情報開示担当役員）による会社情報の集約・管理

重要性の判断及び情報開示の要否の検討（総務本部、財務経理本部、経営企画本部）

適時開示の決議要請（内部情報管理責任者）

決議機関による承認、適時開示の決定

情報開示担当者（総務本部、財務経理本部、経営企画本部）

情報開示（TDnet・自社HP）

報告

協議

上申

上申

指示

実施


